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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　視野角および／または検出距離の点で異なっている異なる複数の視界（ｐ）を備えた送
信アンテナ（１２；１５）を用いてＦＭＣＷレーダー測定を行い、受信した信号を混合さ
せてベースバンド信号（ｂ）を形成するようにした、レーダー対象物（１８）の位置を決
定するための方法において、次のステップ（ａ）～ステップ（ｅ）を含むことを特徴とす
る方法、
ステップ（ａ）：異なる視界（ｐ）に対する測定サイクルで、傾斜状に周波数変調された
送信信号（２０）を送信するような測定をそれぞれ実施し、前記送信信号の変調モードが
、複数の傾斜波（２４；２８；３４；３８；４１；４３；４５）の列（２２；２６；３２
；３６；４０；４２；４４）を含み、該列（２２；２６；３２；３６；４０；４２；４４
）は時間的に互いにインターリーブされており、前記傾斜波がそれぞれの前記列内でタイ
ムインターバル（Ｔｒ２ｒ）で時間的に互いにずれて繰り返されており、
　異なる視界（ｐ）による測定列が、時間的に互いにインターリーブされており、その際
視界（ｐ）間での規則的なパターンで交替し、
　複数の視界（ｐ）のうちの少なくとも１つの視界に対し、測定が変調パターンを有し、
該変調パターンが、それぞれの列内での傾斜波を数え上げる同じ傾斜波インデックス（ｊ
）を備えた異なる前記列（２２，２６；３２，３６）の前記傾斜波（２４，２８；３４，
３８）の間で規則的に反復する少なくとも２つの異なるタイムオフセット（Ｔ１２，１；
Ｔ１２，２）をそれぞれの前記列内に有し、これらタイムオフセット（Ｔ１２，１；Ｔ１
２，２）は、それぞれ１つの列内で前記傾斜波が繰り返されている前記タイムインターバ
ル（Ｔｒ２ｒ）とは異なっていること、
ステップ（ｂ）：前記ベースバンド信号（ｂ）から、前記列（２２；２６；３２；３６；
４０；４２；４４）のそれぞれとは別個に、２次元フーリエ変換により、２次元スペクト
ル（Ｘ）を算出し、第１次元で傾斜波ごとに変換を行い、第２次元で前記傾斜波インデッ
クス（ｊ）を介して変換を行うこと、
ステップ（ｃ）：複数の視界（ｐ）のうちの少なくとも１つの視界に対し、それぞれの視
界の前記ベースバンド信号（ｂ）の少なくとも１つの２次元スペクトル（５６）のピーク
の位置（ｋ，ｌ）を用いて、それぞれの視界内で検出した、所定の速度周期とともに周期
的であるような、レーダー対象物（１８）の相対速度（ｖ）に対する値を特定すること、
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ステップ（ｄ）：複数の視界（ｐ）のうちの少なくとも１つの視界に対し、該視界（ｐ）
の別個に算出した前記２次元スペクトル（Ｘ）内でのそれぞれ同じ位置（ｋ，ｌ）で得ら
れるスペクトル値間の少なくとも１つの位相関係が、検出された前記レーダー対象物（１
８）の前記相対速度（ｖ）の特定された複数の周期値に対し予想される位相関係（ａ（ｖ
，ｍ，ｐ））と一致しているかどうかをチェックすること、
ステップ（ｅ）：複数の視界（ｐ）のうちの少なくとも１つの視界に対し、前記相対速度
（ｖ）の特定された前記複数の周期値から、前記チェックの結果に基づいて、それぞれの
視界内で検出した前記レーダー対象物（１８）の前記相対速度（ｖ）に対する判定値を選
定すること。
【請求項２】
　複数の視界（ｐ）のうちの少なくとも１つの視界に対し、測定が変調パターンを有し、
該変調パターンが、前記列のうち少なくとも３つの列（４０；４２；４４）を含み、これ
らの列に対し、同じアンテナ（１５）を送信用に使用し、
　前記３つの列が、第１の列（４０）に関し、それぞれ他の列（４２；４４）に割り当て
られる異なるタイムオフセット（Ｔ１２，ｍ，ｐ；Ｔ１３，ｍ，ｐ）を互いに有している
、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　複数の視界（ｐ）のうちの少なくとも１つの視界に対し、送信用に使用される複数のア
ンテナ（１２）を用いて測定を実施し、その際に送信用に使用される前記アンテナ（１２
）の選定に関し異なっている少なくとも２つの異なる送信切換え状態（ｍ）を使用し、
　これら送信切換え状態（ｍ）にそれぞれ少なくとも２つの前記列（２２；２６；３２；
３６）が割り当てられ、これらの列が、時間的に互いにインターリーブされており、且つ
第１の列（２２；３２）に関し、それぞれ他の列（２６；３６）に割り当てられるタイム
オフセット（Ｔ１２，ｍ，ｐ）を互いに有し、
　これら異なる送信切換え状態（ｍ）において、前記他の列（２６；３６）に異なるタイ
ムオフセット（Ｔ１２，１，ｐ，Ｔ１２，２，ｐ）が割り当てられ、
　異なる前記送信切換え状態（ｍ）が割り当てられている、前記測定の互いに連続する前
記傾斜波（２４；２８；３４；３８）の間にして、当該送信切換え状態（ｍ）の間で切換
えを行う、
請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　複数の視界（ｐ）のうちの少なくとも２つの視界に対し、それぞれの測定が角度分解能
測定であり、該角度分解能測定を、送信および／または受信に使用される複数のアンテナ
（１２，１５；１４）の選択を異ならせて実施し、
　複数の前記視界（ｐ）で位置決定されたレーダー目標物（１８）の角度位置（θ）を、
送信および／または受信に使用する前記アンテナ（１２，１５；１４）の異なる選定に対
し得られる前記複数の視界（ｐ）の測定の前記ベースバンド信号（ｂ）の２次元スペクト
ル（Ｘ）において前記レーダー目標物（１８）に対応するピークの位置（ｋ，ｌ）での振
幅および／または位相に基づいて特定する、請求項１から３のいずれか一つに記載の方法
。
【請求項５】
　複数の視界（ｐ）のうちの少なくとも２つの視界に対し、それぞれの測定が角度分解能
測定であり、該角度分解能測定を、送信および／または受信に使用される複数のアンテナ
（１２，１５；１４）の選択を異ならせて実施し、
　レーダー目標物（１８）の位置を決定するため、それぞれの視界（ｐ）の測定の前記ベ
ースバンド信号（ｂ）の２次元スペクトル（５６；５７）においてピークを求め、
　それぞれの視界（ｐ）で位置決定されるレーダー目標物（１８）の角度位置（θ）を、
前記ベースバンド信号（ｂ）の２次元スペクトル（Ｘ）で前記レーダー目標物（１８）に
対応するピークの位置（ｋ．ｌ）での振幅および／または位相に基づいて特定し、前記ベ
ースバンド信号が送信および／または受信に使用する前記アンテナ（１２，１５；１４）
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の異なる選定に対し得られるようにした、請求項１から４のいずれか一つに記載の方法に
おいて、
　前記複数の視界（ｐ）のうちの少なくとも１つの視界において、その距離（ｄ）および
／またはその角度位置（θ）が当該視界（ｐ）と前記レーダー目標物（１８）の位置が決
定されなかった他の視界（ｐ）とのオーバーラップ領域にあるような位置（ｄ，θ）で、
１つのレーダー目標物（１８）の位置が決定された場合、前記他の視界（ｐ）の測定の前
記ベースバンド信号の２次元スペクトル（Ｘ）において前記レーダー目標物（１８）に対
応する位置（ｋ，ｌ）での振幅および／または位相を補助的に関連付けて、前記角度位置
（θ）の特定または修正を行う方法。
【請求項６】
　それぞれの列（２２；２６；３２；３６；４０；４２；４４）内で連続している傾斜波
（２４；２８；３４；３８；４１；４３；４５）が、同じ傾斜勾配（Ｆ／Ｔ）を有し、且
つ同じ傾斜波平均周波数の差を有し、
　前記傾斜波平均周波数の前記差がゼロでなく、
　測定のそれぞれの前記列（２２；２６；３２；３６；４０；４２；４４）内で同じ前記
傾斜波インデックス（ｊ）を持つ傾斜波（２４；２８；３４；３８；４１；４３；４５）
が、同じ前記傾斜波勾配（Ｆ／Ｔ）と同じ前記傾斜波平均周波数とを有している、請求項
１から５のいずれか一つに記載の方法。
【請求項７】
　前記測定列の前記傾斜波（２４；２８；３４；３８；４１；４３；４５）が、同じ周波
数偏移（Ｆ）を有している、請求項１から６のいずれか一つに記載の方法。
【請求項８】
　前記複数の視界（ｐ）のうちの少なくとも１つの視界に対し、それぞれの視界（ｐ）に
対するのとは別個に、前記列（２２；２６；３２；３６；４０；４２；４４）のそれぞれ
に対し別個に算出した２次元スペクトル（Ｘ）をひとまとめにして前記ベースバンド信号
（ｂ）の２次元スペクトル（５６）を形成し、該２次元スペクトルを、前記相対速度（ｖ
）に対する値を特定する前記ステップ（ｃ）で使用する、請求項１から７のいずれか一つ
に記載の方法。
【請求項９】
　前記位相関係をチェックする際、以下の式
【数１】

による関係を使用し、この式は、他の列（２６）のそれぞれのスペクトル（Ｘ）のスペク
トル値の位相と、第１の列（２２）の前記スペクトル（Ｘ）のスペクトル値の位相との間
の予想される位相差Δφ１２を、前記他の列（２６）に割り当てられる前記タイムオフセ
ットＴ１２および前記相対速度ｖに関連付けるものであり、ここでｃは光速、ｆ０は平均
送信周波数である、請求項１から８のいずれか一つに記載の方法。
【請求項１０】
　前記位相関係が予想される位相関係と一致しているかどうかをチェックする際、それぞ
れの視界（ｐ）に対し、前記相対速度の値ｖに依存する制御ベクトルａ（ｖ）と測定ベク
トルａｋ，ｌとの複素スカラー積ａｋ，ｌ

Ｈａ（ｖ）の絶対量の２乗を算出し、前記測定
ベクトルａｋ，ｌの成分が、前記ピークの位置（ｋ，ｌ）で前記列に対し別個に算出した
前記スペクトル（Ｘ）のスペクトル値であり、ここでａｋ，ｌ

Ｈはａｋ，ｌに対するヘル
メチックな随伴ベクトルであり、前記制御ベクトルａ（ｖ）が、相対速度ｖを持つレーダ
ー目標物に対する理想的な測定の制御ベクトルであり、前記制御ベクトルａ（ｖ）の成分
が、共通の正規化因子を除いて、それぞれの前記列（２６；３６；４２；４４）に割り当
てられる前記タイムオフセット（Ｔ１２）に対し予想される、第１の列（２２；３２；４
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０）に対する位相差（Δφ１２）であり、前記制御ベクトルａ（ｖ）の第１の成分が、前
記共通の正規化因子を除いて、１に等しい、請求項１から９のいずれか一つに記載の方法
。
【請求項１１】
　前記位相関係が予想される位相関係と一致しているかどうかをチェックする際、それぞ
れの一致の度合いＳ（ｖ）を以下の式にしたがって特定し、
【数２】

ここでＭＮは、受信チャネルｎと、送信のために使用されるアンテナ（１２）の選択によ
っては異なっている送信切換え状態ｍとの組み合わせであり、ａｋ，ｌ（ｎ，ｍ）は測定
ベクトルで、その成分は、前記送信切換え状態ｍの個々の前記列（２２；２６；３２；３
６）の前記ベースバンド信号（ｂ）に対して、および、個々の受信チャネルｎに対してそ
れぞれ別個に算出した、前記ピークの位置（ｋ，ｌ）でのスペクトル（Ｘ）であり、ａｋ

，ｌ
Ｈ（ｎ，ｍ）はａｋ，ｌ（ｎ，ｍ）に対するヘルメチックな随伴ベクトルであり、ａ

（ｖ，ｍ）は、相対速度ｖを持つレーダー目標物に対する、前記送信切換え状態ｍによる
理想的な測定の制御ベクトルである、請求項１から１０のいずれか一つに記載の方法。
【請求項１２】
　請求項１から１１までのいずれか一つに記載の方法が実現されている制御・評価装置（
１６）を備えたＦＭＣＷレーダーセンサ。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１２】
（ａ）異なる視界に対する測定サイクルで、傾斜状に周波数変調された送信信号を送信す
るような測定をそれぞれ実施し、前記送信信号の変調モードが、複数の傾斜波の列を含み
、該列は時間的に互いにインターリーブされており、前記傾斜波がそれぞれの前記列内で
タイムインターバルで時間的に互いにずれて繰り返されており、
　異なる視界による測定列が、時間的に互いにインターリーブされており、その際視界間
での規則的なパターンで交替し、
　複数の視界のうちの少なくとも１つの視界に対し、測定が変調パターンを有し、該変調
パターンが、それぞれの列内での傾斜波を数え上げる同じ傾斜波インデックスを備えた異
なる前記列の前記傾斜波の間で規則的に反復する少なくとも２つの異なるタイムオフセッ
トをそれぞれの前記列内に有し、これらタイムオフセットは、それぞれ１つの前記列内で
前記傾斜波が繰り返されている前記タイムインターバルとは異なっていること、
（ｂ）前記ベースバンド信号から、前記列のそれぞれとは別個に、２次元フーリエ変換に
より、２次元スペクトルを算出し、第１次元で傾斜波ごとに変換を行い、第２次元で前記
傾斜波インデックスを介して変換を行うこと、
（ｃ）複数の視界のうちの少なくとも１つの視界に対し、それぞれの視界の前記ベースバ
ンド信号の少なくとも１つの２次元スペクトルのピークの位置を用いて、それぞれの視界
内で検出した、所定の速度周期とともに周期的であるような、レーダー対象物の相対速度
に対する値を特定すること、
（ｄ）複数の視界のうちの少なくとも１つの視界に対し、該視界の別個に算出した前記２
次元スペクトル内でのそれぞれ同じ位置で得られるスペクトル値間の少なくとも１つの位
相関係が、検出された前記レーダー対象物の前記相対速度の特定された複数の周期値に対
し予想される位相関係と一致しているかどうかをチェックすること、
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（ｅ）複数の視界のうちの少なくとも１つの視界に対し、前記相対速度の特定された前記
複数の周期値から、前記チェックの結果に基づいて、それぞれの視界内で検出した前記レ
ーダー対象物の前記相対速度に対する判定値を選定する。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１３】
　列は時間的に互いにインターリーブされている。すなわち、１つの列の傾斜波の間の隙
間にそれぞれ他の列の傾斜波が配置されている。「互いにインターリーブされている（in
einander verschachtelt）」という概念は、「互いに噛み合っている(miteinander verza
hnt)」または「互いに織り込まれている(miteinander verwoben)」という概念と同義で使
用する。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１８】
　すべての視界のすべての列に対し等しいタイムインターバルＴｒ２ｒとは異なっている
、列の間の少なくとも２つのタイムオフセットに基づき、速度測定範囲内で相対速度の一
義的な判定を可能にすることができる。速度測定範囲は、傾斜波の複数の列のうち１つの
列のみを用いた測定の一義性範囲の少なくとも複数倍である。これにより、１つの列の傾
斜波の間に、すなわち傾斜波中心点の間に、比較的大きなタイムインターバルが可能にな
り、その結果異なる視界に対する測定を時間的に互いにインターリーブさせることができ
、同じハードウェアコストでより正確な位置決定が可能になる。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３１】
　これら送信切換え状態にそれぞれ少なくとも２つの列が割り当てられ、これらの列が、
時間的に互いにインターリーブされており、且つ第１の列に関し、それぞれ他の列に割り
当てられるタイムオフセットを互いに有し、
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３８】
　異なる視界の測定は時間的にインターリーブされているので、これらの測定はほぼ同時
にサンプリングされる。異なる視界のスペクトルから得られるスペクトル値、すなわち振
幅および／または位相は、レーダー目標物が視界のオーバーラップ領域で位置決定される
場合に、レーダー目標物の共通の角度判定に使用することができる。複数の視界に対し別
個に作成される、位置決定されるレーダー目標物または該レーダー目標物が関連付けられ
る対象物のリストを、調整することができる。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】００６１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６１】
　図示した実施例では、レーダーセンサ１０を時分割多重方法で説明する。この場合、異
なる視界を持つ複数の測定が時間的に互いにインターリーブされている。各時点で、最大
で、送信アンテナ１２，１５の１つが動作しており、送信信号を送信する。個々のアンテ
ナ１２，１５の動作段階は互いに周期的に交替する。図１では、２つの送信アンテナ１２
のうちの下部アンテナのみが動作しているケースが図示されている。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６３】
　送信アンテナ１２の視界に対する測定の場合、各送信アンテナ１２を用いて、時間的に
互いにインターリーブされている同一の傾斜波パラメータを備えた傾斜波２４，２８また
は３４，３８の２つの列２２，２６または３２，３６が送信される。同じ傾斜波インデッ
クスｊを備えた傾斜波２４，２８は、列２２，２６の間にタイムオフセットＴ１２，１，
１を有している。同じ傾斜波インデックスｊを備えた傾斜波３４，３８は、列３２，３６
の間にタイムオフセットＴ１２，２，１を有している。列２２内では、同じ傾斜波インデ
ックスｊを備えた傾斜波２４，２８がタイムオフセットＴ１２，１，１を有している。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６４】
　送信アンテナ１５の視界に対する測定の場合、送信アンテナ１５を用いて、互いに時間
的にインターリーブされている傾斜波４１，４３または４５の３つの列４０，４２，４４
が送信される。列４０，４２，４４の間に、傾斜波４３は、同じ傾斜波インデックスｊを
備えた傾斜波４１に対しそれぞれタイムオフセットＴ１２，１，２を有し、傾斜波４５は
、それぞれタイムオフセットＴ１３，１，２を有している。
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